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 9. 研究実績の概要 

      下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 

   交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

   だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 

     は記載しないこと。 

音声メディアを拡張する二つの新しい技術、声を出さなくても音声によるコミュニ
ケーションが可能となる非可聴つぶやきという静かな音声メディアと、騒音下におけ
る歪なしでのブラインド音源分離SIMO-ICAの原理を活用して、新しい音声ユニバー
サルコミュニケーションの研究を、音声対話システムの研究と並行して行っている。
平成２０年度の研究をまとめる。  
（１）非可聴つぶやき（ＮＡＭ）による音声コミュニケーション手段の研究開発  
ブルートゥース型NAMマイクで、約30名（各自100文発声）のNAM、小声、ささや

き声の発話を新しいNAMマイクで集録した。さらに、NAM音声認識の不特定話者音韻
モデルを話者適応技術により構築し、認識性能の評価を行った。  

（２）歪なし音源分離SIMO-ICAによる音声コミュニケーション手段の研究開発  
SIMO－ ICAを利用した背景雑音の除去に強いBSSA方式の実時間処理を実現して、

実環境でのハンズフリーロボット対話システムを構築し、かつ、認識性能を評価した。
（３）実環境音声対話システムの研究開発 
音声対話システムに音声検索の機能を追加の研究を開始した。検索語やローカル情報を

利用した音声検索のための言語モデルの構築方法についての検討を行った。 
 

 ※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)

を添付すること。 
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  (4) ハンズフリー音声認識  (5)                           (6)               

  (7)                           (8)                                        (裏面に続く) 
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